
　令和５年　原因･動機別(詳細分類）職業別発生状況表
（単位：人）

自殺の動機

合　　　　計 89 441 14 58 703 60 8 1 318 65 1 5 245 25 1,316

家　庭　問　題 8 47 2 2 51 2 0 0 29 0 1 0 19 0 108

健　康　問　題 43 219 11 34 532 54 2 1 255 57 0 5 158 6 834

経済・生活問題 24 59 1 1 58 0 4 0 11 4 0 0 39 9 151

勤務問題 6 37 0 0 5 0 1 0 1 0 0 0 3 0 48

交際問題 0 26 0 3 8 1 0 0 0 0 0 0 7 0 37

学校問題 0 0 0 11 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 12

そ　の　他 2 17 0 2 29 1 0 0 16 1 0 0 11 1 51

不　　　　　詳 6 36 0 5 19 2 1 0 6 3 0 0 7 9 75

［埼玉県警察「自殺統計資料」を基に作成（確定値）］

※原因の複数選択を含むため自殺者の総数と一致しない場合がある
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［埼玉県警察「自殺統計資料」を基に作成(確定値）］   ※原因の複数選択を含むため自殺者の総数とは一致しない場合がある

令和5年 原因別自殺者数及び割合(埼玉県)

うつ病

261人

40.3%

統合失調症

79人 12.2%アルコール依

存症 3人 0.5%

薬物乱用

1人0.1%

その他

の精神

疾患

304人

46.9%

健康問題

834人 63.4%
経済・生活問題

151人 11.5%

家庭問題

108人 8.2%

勤務問題

48人 3.6%

交際問題

37人 2.8%

学校問題

12人 0.9%
その他

51人 3.9%
不詳

75人 5.7%

精神障害

648人

77.7%

身体の

病気

161人

19.3%

身体障害

の悩み

8人 1.0%
その他

17人 2.0%

生活苦

74人 49.0%

負債

48人 31.8%

就職失敗 4
人 2.6%

事業不振・

倒産・失業

11人 7.3%

その他

12人

7.9%

自殺による

保険金支給

2人 1.3%

多重

債務

28人

58.3%

負債（ギャンブル

等）1人2.1％

負債（その他）

19人 39.6%

総数 1,316人

経済・生活問題の内訳 精神障害の内訳

勤務問題の内訳

健康問題の内訳

仕事の失敗

12人

25.0%

職場の人間関係

5人 10.4%

職場環境の

変化

12人 25.0%

仕事疲れ

12人

25.0%

その他 7…

負債の内



年代･原因別自殺者数（埼玉県）
（単位：人）

令和５年
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19歳以下 3 28 1 2 4 8 2 3 51

20歳代 11 90 18 6 19 4 3 12 163

30歳代 16 91 19 7 6 0 5 7 151

40歳代 19 123 28 8 4 0 6 21 209

50歳代 18 160 42 17 3 0 14 16 270

60歳代 6 105 27 5 1 0 2 6 152

70歳代 16 126 13 2 0 0 7 5 169

80歳以上 19 111 2 1 0 0 12 3 148

不　詳 0 0 1 0 0 0 0 2 3

合　計 108 834 151 48 37 12 51 75 1,316

構成比 8.2% 63.4% 11.5% 3.6% 2.8% 0.9% 3.9% 5.7% 100.0%

令和４年 78 815 139 55 29 20 49 68 1,253

増減数 30 19 12 -7 8 -8 2 7 63

増減率％ 38.5% 2.3% 8.6% -12.7% 27.6% -40.0% 4.1% 10.3% 5.0%

［埼玉県警察「自殺統計資料」を基に作成（確定値）］

※原因の複数選択を含むため自殺者の総数と一致しないことがある。

※自殺の多くは多様かつ複合的な原因及び背景を有しており、様々な要因が連鎖する中で起きている。


